o.t.p総合研究所ってなに？
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Souken Magazine創刊号をご覧いただきありがとうございます！
この電子雑誌はo.t.p総合研究所が発行しています。
 
まずは、創刊にあたって
o.t.p総合研究所って何？
どんなことをしてるの？
っていうのを軽くご説明しておきましょう！
 
o.t.p総合研究所は、
夢とビジネスをつなげ
「夢で食える！」を形にしたい！！
をミッションに活動しています。
 
このミッションをかがげた理由
 
「夢では食っていけない」
「夢みたいなことばかり言って！」
「夢なんて一握りの才能がある人しか叶わない」
 
等とよく言われています。
皆さんも一度は言ったり、言われたりしたのではないでしょうか？
 
私は何度も言われました(笑)
 
残念なことにそう言われて多くの人達があっさり夢をあきらめてしまいます…。
一生挑戦しなかったことに後悔しながら……。
 
でも、ちょっと待ってください！！
その夢本当にあきらめる必要がありますか？
 
問題は夢をみることでしょうか？
違います。
食えないことですよね？
 
私は、「食えない」から「あきらめる」のではなく、
「食えない」から「どうやって食えるようにするか考える」
っていうのもアリなのでは？と、思うのです。
 
 
けして簡単に夢をあきらめないでほしい。
夢をみることを否定しないでほしい。
 
ただし、現実はそんなに甘くないのも本当です。
簡単に夢は叶うんだよ！なんて言うつもりは全くありません。
 
ただ、夢をみるのではなく、
ちゃんと考えて、きっちりビジネスとして成立させる！！
そして大手を振って「夢」を語りましょう！
まずはほんの小さな第一歩を踏み出す。
そして、ワクワクしながら、多くの仲間を作り、
つながり、大きなことを企画しましょう！！
クリエイティブに生きましょう！
Happyにいこうぜ！！R&R！！
 
と、いうのがo.t.p総合研究所の基本的な考え方です。
(すみません最後は暴走しました…)
 
具体的には、
o.t.p音楽研究所
o.t.p人財開発研究所
o.t.p心理学、マーケティング研究所
で、各専門分野を研究し、
o.t.p総合研究所で、
ソーシャルメディアの研究＋各研究結果の掛け合わせを行い、発表していきたいと考えております。
また、その学びをシェアすべく、勉強会、コーチング、コンサルティング、ワークショップ等を行なっていきたいと考えております。
 
 
詳しくは、是非Home Pageをご覧いただけたら幸いです。
 
 
o.t.p総合研究所
 
http://www.otpsouken.com/
 
 
所長　三上壽久（ミカミトシヒサ）
twitter　o.t.p  @otpro


セルフメディアで遊ぼう！！
[image: セルフメディアで遊ぼう.png]
 
今、自己表現の場が大きな広がりを見せています。
ブログ、メールマガジン、ポッドキャスト。mixi、Facebook、twitter等のソーシャルネットワーキングサービス。You Tube、ニコニコ動画をはじめとした動画共有サイト。Ustream、ニコ生等の生放送が楽しめるサービス。
ついにはこのSouken Magazineのような電子書籍まで、配信できるようになってしまいました。
 
 
時代が進化したこで、誰もが、作家であり、出版社であり、放送局、TV局になれてしまう。とても面白い時代になったなぁと思います。
 
しかし、まだまだ見ているだけで、やってない…
やってはみたけど、ほったらかし…
なんて方が多いのではないでしょうか？
 
実は私もそうなんです。
新しいものは割と好きなので一応すぐに飛び付くのですが、ほとんどやらずにほったらかし…
「やらなければ…」っていう義務感が生まれるととたんにつまらなくなってしまって。
 
でも、最近考え方が変わってきました。
何も肩肘張って構えてやる必要なんてないんだよなぁと。
ただ、自分らしくあれば良いんだよなぁと。
これは、twitterをはじめたことが大きいんですが。
 
ホント気軽に独り言をつぶやくだけなんですが、たまに返事や、共感があったり、読んだ本の感想文をあげたら著者の方から直接返事があったりと、なんだかとっても面白いんです。
他の方のを読んでいても、素の部分が面白いというか、
自然体がエンターテイメントしてるんですね。
 
おもしろいなぁ、やっていてよかったなぁと思えることが多いんです。
 
是非、これを読んだ皆さんも気軽にひとつはセルフメディアを持つことをオススメします。
ほとんどが無料で始めることができますし、ほっておいても怒られませんので！  
(だからと言ってむやみやたらと作るのはオススメしませんが…)
 
もし、twitterをやられる方、やっている方がいましたら、Souken Magazineのスタッフ達もフォローしてみてください！不真面目なことを言ったり、かと思えばたまにイイコト言ったりと、基本好き勝手やってます(笑)
 
あ～こんなんでいいんだ！と思うと思いますよ(笑)
 
 
 
 
文／o.t.p @otpro
 
スタッフ twitter　
 さかまき　　＠skmk721
　              
  笑みっきー　＠emk03


音楽を楽しもう！！
[image: 音楽で.png]
 
音楽って楽しい。
音楽はつねにあふれている。
 
テレビ、映画、街を歩いていればお店から、
ポータブルプレーヤーから流れてる。
そう、音楽って身近にたくさん存在している。
 
 
鼻歌を歌ってみる。
 
ららら～るららら～♪
 
聴いたことのないメロディ
 
ららら～るららら～♪
 
うん、いいね！
 
楽しくなってくる。
 
ららら～るららら～♪
ららら～るららら～♪
 
お！二回続けたら曲っぽくなった。
 
ららら～るららら～♪
ららら～るららら～♪
ららり～たらららり～♪
 
ちょっと展開をつけてみる
 
ららら～るららら～♪
ららら～るららら～♪
ららり～たららり～♪
ららら～ららららら～♪
 
おお、曲ができた！！
 
こんな気持ちもまた楽し。
 
 
文／o.t.p @otpro
 
 
soukenm1-1.mov
 
で…そのアイデアを元にこんなのを作ってみたりもする（笑）


人の能力は無限大！！
[image: 人の能力.png]
 
最近よく思うことがあります。
「こいつすげぇ！」
「うわ！この人こんなことまで考えてたんだ！」
「仕事はやっ！！」
等などと…
 
私の周りにいる人間がすごいんです。
はっきり言ってその能力があれば、私ならすぐに調子にのっちゃうね！！と思うのですが…
 
しかし、皆さんわりと謙虚というか、自分のすごさに気付いてないというか、
「すごいよ！その能力！」
って言い出すと、
「イエイエ、自分なんてこんなとこがダメで、あんなとこもダメで…」
と、言い始めてしまうのです。
 
もったいない…
 
正直、欠点の無い人間なんていません。
欠点がもしも見つからない完璧な人間がいたとしてもあまり魅力を感じません。
だから、いちいち欠点なんて気にせず、欠点はあって良い物として、とりあえず傍に置いて置きましょう。
 
そして、自分の長所に目を向けてみましょう。
自分からみたらたいしたことではないことも、他人からみたら凄いことって沢山あるんです。
「是非、それに気付いてください！」
と、声を大にして言いたい！
 
とは言っても初めは難しいでしょうから、
こんなことを試してみてください。
 
まず、自分の思い込みから離れて、他人視線で自分を見つめて、良いところを探してみましょう。初めはどんなところでもいいです。
朝は笑顔で挨拶しているな…とか、ちゃんと歯磨きしてるなぁ…とか小さなことでいいんです。
 
一日自分を観察してみましょう。
そうすると、色々見えてくる、感じる自分があると思います。
あーわりと自分ちゃんとやってるなぁって。
失敗しても、他人視線でちゃんと自分にアドバイスしたり、ツッコミいれてみたり。
「こういう時はこうでしょ！」
みたいに(笑)
 
そして、自分はこんなにできていることが沢山あるんだ！って気付いてください。
(字を読めることだって本当はすごいんです！)
自分ができていることに、焦点を当てて「すごい！すごい！」と感動し、できることに感謝してみましょう。忘れていると思いますが、それができるようになるまでには、沢山失敗してきたはずです。でも、今のあなたは簡単にそれができるようになっています。
それを認識してください！
 
そうしていくと、自己肯定感が生まれてきます。
そうなってくると、他人が実は自分を褒めてくれていたり、自分を思って注意してくれたりしていることに気付きはじめます。
 
自分に自信が無い時は、褒められたり、けなされたりに一喜一憂してしまいます。
 
しかし、自己肯定感がある状態では、自分が揺るがずに、意見として取り入れる余裕が生まれるのです。
 
毎日少しづつでも、自分の良いところに気付いてください。そして、人に褒められたら、否定せず、
「ありがとうございます！あなたもこんなところが素敵ですよ！」
って言うようにしましょう。
 
 
じつはこれは、自分の能力を伸ばす上で、かなり理にかなった方法なのです！
詳しいメカニズムは後にどこか(次号以降か、HP、ブログ等 )で説明するつもりです。
 
まずは試しにやってみましょう！
 
文／o.t.p @otpro


心理学とマーケティング
[image: sinrigaku.png]
パラダイムを変えよう
 
最近、時代が大きな転換期にはいり、
明らかにマーケティングの在り方が形を変えようとしている。
 
「近代マーケティングの父」、「マーケティングの神様」とも称されるフィリップ・コトラーも、
『コトラーのマーケティング3.0』
と、いう著書で、マーケティングが新しい時代に入ったことを示唆している。
 
また、人間の不合理性を考慮にいれた行動経済学に注目が集まるなど、より人間というものを理解しようという動きがあり、従来の経済学では説明のつかない部分にも焦点が当たるようになってきた。
 
新しい時代のマーケティングは、この矛盾だらけの生き物である人間というものを深く理解する(少なくとも、理解しようとする)必要がある。
 
限界効用逓減の法則というのがある。
よくとられる例は、
ビール一杯目はうまいが二杯目はそれ以下に、三杯目、四杯目と下がっていく。
ビール(財)から、得られるメリット(効用)が下がるというものである。
 
今までのマーケティングでは、この効用をいかに下げないか、または、下がったことをどう補うかというところが勝負だったと言っていいだろう。
 
少しこの説明だとわかりにくいかもしれないので、抽象度を下げて説明する。
私自身の話で恐縮だが、私は革ジャンが大好きである。
ロンドンパンクスが好んで着るような黒のダブル、アメリカンバイカーが着るようなダブル、柔らかいシープスキンのシングル、ジャージのような線の入ったシングル、牛革で茶色のシングル等など、他にも何着か保有している。
 
買い始めた頃は、短いスパンで、買い漁っていたが、10着も超えると、よっぽど欲しいという欲求が起きなければ買わなくなった。１着目２着目を購入した時感じた興奮や、喜びはもう感じなくなってしまった。
つまり、限界効用逓減の法則が働いていることを示している。
 
企業側の視点に立つと、私のような消費者にどうやったら購入動機を与えれば良いかを考えなければならない。
まずは、効用を下げないために、素材を変える、色を変える、形を変える等が考えられる。実際に私も、ある人にとっては些細な差であり、一着で充分と感じるだろう物を、何着も購入している。
次に、効用が下がったことを補う方法であるが、これは、新たな付加価値を付ける、数量を限定するなどが当たるだろう。先の革ジャンの例で言えば、アーティストとのコラボモデルを作るとか、限定100着しか作らない等というのがそれに当たる。
 
もし、私の好きなアーティストがコラボ革ジャンを作ってくれたら、好きな物×2で、食指が動いてしまうであろうし、限定であれば二度と手に入らないリスクを回避したい欲求から、購入を決意するだろう。
 
このマーケティングが、最近多くとられている手法である。
なんとなく心当たりがあるのではないだろうか。
人間の心理をうまくコントロールしているため、これは、まだしばらくは効果がある可能性がある。
 
しかし、これには大きな問題点がある。
それは、認識していないが、本当はもう、一度は限界に達してしまっているということである。いわば、お腹一杯のところに甘いものは別腹と言って詰め込んでいるような状態とも言えばいいだろうか…。
つまり、いつか必ず完全な限界がきてしまうのである。
それまで手を変え品を変え無理やり心理的欲求を生み出し先延ばしするしかない戦略とも言える。
 
 
最近の不景気の流れをみると、その先延ばしさえ限界が近づいているのではないだろうか？という予測を立てざるを得ない。
 
そこで、限界効用の働かない世界へのパラダイムの変換が必要となる。
より、人間心理に寄り添った、新しいマーケティング手法を考え出さねばならない時代に突入した。
 
 
新しい時代のマーケティングキーワードは、個人的に、
・シェア
・バーチャル化(ソフトウェア化、情報化)
・コミュニティ(つながり、絆、ソーシャルネットワーク)
にあると思っている。
 
それまでのつなぎとして、いかにお腹を空かせるか？
という視点にたったマーケティングも始まっているように感じている。
 
ここら辺の詳しい話は今後発表していこうと思う。
 
文／o.t.p @otpro
 



コラム　『始めてみるのススメ』
 
 
 
所長から『何か書いてよ』という漠然とした依頼を受けて二つ返事で買ったばかりのiPad2に向かっているのですが、何を書いてよいのやら…
初回ということもあり、軽い自己紹介などから。
 
私はさかまき(本名)、千葉で孵化し東京でサナギになり埼玉で羽化した男です。趣味は主にギター、写真、料理などなど。興味あることは何でもやってみないと気が済まないタイプの人間です。
Twitterで脳裏に浮かんだ言葉をそのまま何の躊躇いもなくつぶやいています、リンクが貼ってあるので良かったら覗いてみてください。
 
さて、日常をチョットでもクリエイティブにする何かを書こう！と思ってるのですが趣味にしたって誰にでもオススメできる万能のなんてそうそう無いので、カンタンに始められるという事で今回は写真をオススメしたいと思います。
写真と言っても高いデジカメを買う必要も無く、ケータイのカメラで充分なんです。
撮るのも夕飯のおかずとか街中で見かけた看板とか道端の花とか。実際に私の被写体の殆どがそんなモノです。
難しく考える事はなく、パシャパシャと取るだけ。本当にカンタン。唯一のコツは『とりあえず撮ってみる』という事。技術なんてたくさん撮っているうちに身についてきます。
 
気に入った写真があればケータイの待ち受けにするもよし、家族や友達に見せるもよし。人間の広い視界と違う「切り取られた風景」というのは新たな発見をもたらしてくれるモノです。
 
まずは自分の身の回りの風景を切り取ってみませんか？もしかしたら新しい発見があるかもしませんよ。
 
 
 
 
[image: skmk721.png]
 
 
文、写真／さかまき@SKMK721


 
 

こんなことやってみた！
[image: konnnakoto.png]
新進気鋭アーティスト（！？）まぽっこと、音楽家o.t.pのコラボ作品第二弾！！
毒キノコちゃんを食べると…
 
この映像はYOUTUBEでも観ることができます！dokukinoko212 - iPhone-1.mov
まぽっこのブログもよかったら応援してあげてください！

4コマまんが
[image: yonkoma1.png]作／笑みっきー　 @emk03

編集後記
[image: 編集後記.png]
うわー！やべーかっこいいーーー！！ 
うわー！すごい！！
うわー！こんなことできるんだ！！
楽しい！！　うれしい！！　ワクワクする！！
 
今回、SoukenMagazine創刊号ということで、正直どうなることやら自分自身全然予想もつかないまま、手探り状態で無理矢理はじめました。
しかし、仲間達が自分の想像を超えるクオリティで仕事をしてくれたこともあり、無事創刊することができました。
 
創刊準備号に、進化するとは書きましたが、正直短期間でここまで進化するとは！
「仲間」の力は偉大だなとつくづく思ったわけです。（準備号を読んでない方は読み比べてみてください）
 
私は『ONE PIECE』というマンガが大好きでよく読みます。最近、その中に出てくる名言を集めた『ONE PIECE  STRONG WORDS  下巻』を購入して読んでいたのですが、
 
『おれは剣術を使えねェんだコノヤロー！！！
　航海術も持ってねェし！！！
　料理も作れねェし！！
　ウソもつけねェ！！
　おれは助けてもらわねェと
　生きていけねェ自信がある！！！』
 
という言葉がありました。
 
 
まさしく、私は今回こんな状態でした。
走り出したものの、自分の力だけじゃたかが知れている。
「仲間」がいるから何かを成し遂げられる。
それは本当にすごいことなんだ！
 
編集後記の冒頭に書いた言葉は、今回私も含めたスタッフの口から、何回も自然に出た言葉です。本当に皆で楽しんで作ることができました。
 
みんなほんとにありがとう！！次号もがんばろう！！
 
そして、読んでくださった皆様、貴重な時間をSouken Magazineを読むのに使って頂きありがとうございます。何かひとつでも心に残すことができたら、とてもうれしく思います。今回制作する中で、我々はまた学び、成長することができた気がします。学ぶこと、成長することが大好きなスタッフ達が作っています。
もしよろしければ今後も成長を見守っていただけないでしょうか？
次号もおつきあい願えたら幸いです。
 
また、仲間になってくれる方も募集しています。
面白そう！！自分もこんなことできるんだけど！とか、こんなことやりたいんだけど！等と思った方はよろしかったらtwitter上で、 @otproに連絡ください！
まだまだ、手探り状態、いきあたりばったりも多いですが、つながることで見える世界、感じる世界を共有して、お互いがよりクリエィティブになれたらいいなぁと思っています。お待ちしております！！
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発行／編集
 
o.t.p総合研究所 http://www.otpsouken.com/
　　　　　　所長　三上壽久（o.t.p)
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お読み頂きありがとうございます。
よろしければぜひお友達にも紹介してください！！ 
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